




From Education for Disaster-Prevention 
to Disaster-Learning on the Stricken Area
Michiharu Kurita
Abstract
In 2013, I try to design a common course, Disaster Relief Action, 
from Education for Disaster-Prevention to Disaster-Learning on 
the Stricken Area.
The head of RQ-Volunteer-Center, Toshimitsu Hirose, said that 
there are three steps in Education for Disaster-Prevention.
First is a usual Disaster-Prevention Training and usual Education 
for Disaster-Prevention.
Second is Disaster-Prevention Training and Education for 
Disaster-Prevention with various experiences, such as earthquake 
experience, smokes experience, emergency food experience, rescue 
training.
Third is Disaster Education in which students stand on disaster 
spot, look many things around the spot, think many things on the 
spot, listen to the disaster victims, and some of the students will join 
volunteering. The students may learn many things from their real 
experiences.
I sympathized Mr. Hirose and decided that fifty percent of a 
common course, Disaster Relief Action, will be carried on disaster 
spot in Fukushima.
19 Students joined a common course, Disaster Relief Action in 
2013. 




2 Lecture on the Introduction to Disaster-Prevention
3~7 An advanced course of Lifesaving skills
8 Volunteering in Disaster
9 (Fukushima program) Lecture (Fukushima Farmers Aim)
10 Farming Experiences
11 Walking and Visiting the Okitushima Shrine
12 Workshop
13  Study Tour through South-Souma (Odaka-city and Namie-
cho)
14  Study Tour through South-Souma (the stricken area of Tsu-
nami)
15 Reflection about today’s S-tudy Tour
16 Koriyama Program (Volunteering in PEP-kids Koriyama)
17 Collecting student’s papers and Making 60 folded Books
















蔵野が呼びかけた 3 泊４日の災害支援市民ボランティア（73 名派遣）に本
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物産展」があった。2013 年 1 月に大学近くの団地自治会集会所を借りて
実施した。担当教員として、私も 12 時頃様子を見に出かけた。用意した














その後の武蔵野消防署や小林氏などとの連絡・相談を経て 3 月 10 日に
作成した最初の授業プランは次の通りである。
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＜事前授業プログラム＞
4/10（火）	 17 時 45 分〜 18 時 45 分　オリエンテーション（授業１）
7/21（日）	 	９時〜 16 時半　上級救命講習（授業 2 〜授業５）武蔵野消
防署の協力
	 16 時半〜 17 時半　福島合宿ガイダンス（授業６）
＜福島合宿プログラム＞
8/7（水）	 ９時〜 10 時半　防災入門講義（授業７）
	 11 時亜大をバスで出発〜 15 時半二本松到着予定
	 16	時半〜 18時　現地ガイダンス	（授業８）夜は歓迎会予定
8/8（木）	 ８時〜 16 時　現地でのお手伝い
	 16 時半〜 18 時　明日の活動ガイダンス（授業９）
8/9（金）	 ８時〜 16 時　現地での活動（授業 10 〜授業 14）
	 	17 時半〜 18 時半　振り返り・話し合い（授業 15）夜は送別
会予定
8/10（土）	 	８時〜 10 時　福島大生との意見交換会、あるいは総括学習
予定（授業 16）
	 10 時〜 10 時半　合宿終了セレモニー（授業 17）
	 11 時　現地をバスで出発〜 15 時半亜細亜大学到着予定
＜亜大到着後プログラム＞































から 20 名とし、受講料は 1人あたり 24,000 円に設定した。
＜事前授業プログラム＞
4/10（火）	（授業 1。前と変更無し）
5/12（日）	 	12 時〜 13 時　コミュニティ＆オーガニックカフェ「ふく
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しまオルガン堂下北沢」で「ふくしま定食」を食べながら
合宿相談（授業 1の続き）
6/22（土）	 	16 時 10 分〜 18 時 10 分　防災入門講義と合宿打合せ（授業
２）
7/21（日）	 上級救命講習（約７時間）と合宿打合せ（授業 3〜７）





	 	16 時〜 17 時半　「ゆうきの里東和がめざすこと〜原発・放
射能に向き合う生き方」講師は福島県有機農業ネットワー
ク理事長菅野正寿氏（授業９）
	 	17 時半　夕食準備〜 19 時　歓迎交流会（地元農業者）〜入
浴〜 22 時半　就寝
8/8（木）	 	6 時　起床〜ラジオ体操〜 7 時　朝食準備〜 7 時 40 分　朝
食〜 8時半　出発
	 	9 時〜 11 時半　農作業体験活動（ファシリテーター：菅野瑞
穂）（授業 10）
	 	12 時　昼食（収穫野菜などでバーベキュー）
	 	13 時〜 15 時　自然体験活動（ファシリテーター：菅野瑞穂）
（授業 11）
	 	16 時〜 17 時半　ワークショップ（ファシリテーター：菅野
瑞穂）（授業 12）
	 	17 時半以降前日と同じ
8/9（金）	 	6 時　起床〜（前日と同じ）〜 8 時　出発、マイクロバスで
南相馬へ




	 	12 時半〜 14 時半　仮設訪問、被災者と交流活動予定（授業
14）
	 	14 時半　南相馬出発、宿へ
	 	16 時〜 17 時半　ワークショップ（ファシリテーター：菅野
瑞穂）（授業 15）
	 	17 時半以降前日と同じ
8/10（土）	 	6 時　起床〜（前日と同じ）〜 8 時　掃除・片付け〜 8 時半
　記念写真撮影〜 9時　出発
	 	10 時〜 11 時半　郡山プログラム（子どもの屋内遊び場
「PEPKids こおりやま」で来場の子どもたちのサポート活動）〜
振り返り〜 12 時　現地解散（授業 16）
＜事後学習プログラム＞
＊各自最終レポートをまとめてメールで提出（8/21 締め切り）
8/23（金）	 	13 時〜 14 時半『災害救援活動論 2013 レポート集』60 部制
作（授業 17）
受講申し込み締め切りの 4月 23 日までに 19 名が申し込んだ。まずまず
の数である。
福島合宿のなかで、三日目の 8月 9日の被災地視察の内容を詰めていな
かったので、6 月 29 日に再び二本松東和を小林氏とともに訪ね、南相馬
で被災者支援活動をしている NPO 法人 Bridge	for	Fukushima の小沼亮
氏に来て頂いて打合せをした。その結果、8 月 9 日の計画を次のように具
体化し、実施した。
＜福島合宿プログラム＞ 8月 9日の内容
9 時半〜 12 時（授業 13）小高・浪江視察（現地案内人：Bridge	for	Fuku-
shima スタッフ浅野希梨さん、「浮船の里」理事長久米静香さん）、「あすな
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〜浪江町メインストリート 0.72μSv/h 〜 10：46　閉店中のファミ
リーマート敷地 2.4μSv/h、脇の草むらに線量計を置くと 10 〜 12μ
Sv/h 〜 11：00　知命寺交差点に戻る〜 11：02　スクリーニング会場
に寄る（靴裏を測定。結果は栗田の場合 200 〜 400cpm 程度。13,000cpm
だと全身測定となる）。
13 時〜 15 時半（授業 14）昼食（食事処「報徳庵」）中とその後、相馬は
らがま朝市クラブ代表高橋永真氏の話と案内で津波被災エリアなどを視
察。宿舎に帰る。
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の災害ボランティア論を取ってよかったです。被災地の現状を実際に
見てきたからにはたくさんの人に知らせたいです。」
K2 さん「久米さんがおっしゃっていた、1 人でも多くの人にこの現
状を伝えてほしいという願いを、実際に被災地を訪れて見てきた私が
貢献できたらなと思います。」
S1 君「瑞穂さんや久米さんから『福島に足を運ぶだけで、状況を見
てくれるだけで、うれしい』と聞いたときこれだけでもボランティア
になるんだと私もうれしくなりました。東京に帰ってきた今、全神経
を福島復興に向けるには正直難しいです。ですが状況は友人知人家族
に伝えることができます。福島県の被災した人や環境、子供のことを
思いながらこれから生きていきます。そして今以上に必死に生きよう
と奮い立たせてくれました。小さいですが最低でもこれが自分にでき
ることだと思っています。」
S3 君「私がこれからすべきことは、久米さんが言っていたように、1
人でも多くの人に福島の『今』を伝えることだ。それがどのような効
果を生むかはわからないが、日本全体で考えるべき問題であるため知
る義務があると私は考える。小さなことから大きなことまで福島のた
めに行動したい。」
Nさん「実際、この合宿から家に帰り、両親に今回の自分が見てきた
ものを伝えたときも、（両親は）マスコミでは決して映されていない
状況にショックを受けていました。…先日、電車の中で友人に福島に
行ってきたことを伝えると、前に座っていらした方が、福島はいまど
んな状況なのかと、尋ねてこられました。…日本にもまだ、福島の状
況を心配されて気にかけている方が多く居るんだと実感し、また、そ
の方に福島の状況を伝えられたことは、少しでも、福島のためになる
のではないかと思いました。」
K1 さん「久米さんが教えてくださった『いま』できることとして、
『いまの当たり前の生活を幸せに思ってほしい』、そして『この現状を
52
1 人でも多くの人に伝えてほしい』ということがある。一見簡単そう
に思えるが、一つ目に関しては当たり前のことすぎて逆に難しい。だ
けど私は自分に関わってくれている人や起こっている物事、すべてに
感謝の気持ちを持ちこれから生きていこうと思った。そして今回 3泊
４日という長いようで短い時間でわずかだが成長できたことをゼロに
しないよう、感じ得たものすべてを周りの家族や友人に積極的に伝え
ていこうと思った。」
以上のように切り取ったレポートの断面は、今回の「災害救援活動論」
を「災害教育」的内容へ変える試みが、学生たちに深い学びをもたらして
いることを示しているのではないかと思う。
被災地の「現場」に触れ、被災者の体験を聞き、彼らの生活再建と地域
復興へ向けて生きようとする思想を聞くことにより、学生たちは、一旦
「言葉」を失う。そして、それぞれ自分の感覚を確かめ、「いま」を共にす
る者として被災者に共感しながら、被災地が被災学生たちに託そうとして
いる行動と生活を探り当てようとしている。ここまでの思索の深化と行動
への模索は従来の体験学習型防災教育では見受けられなかった。
私は広瀬氏の「災害教育」を「被災地学習」と受け止めたい。「教育」
というと、教える側の指導計画と体系を前提とするが、被災地での学びの
かたちは多様である。「災害救援活動論」のように、授業科目として行う
場合もあるが、生涯学習として、社会人やシニア世代が学ぶ形もあり得る
だろう。したがって、学ぶ側に軸足を移して「被災地学習」として構想す
る方が現実的だと考える。体験学習型防災教育を正課授業として行った後
に、有志のボランタリな学習として「被災地学習」を展開する形もあるだ
ろう。今回の授業実践を元に、2014 年度の「災害救援活動論」を構想し
たい。
